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Conclusion
　序章では，ワーズワスが生涯修正に修正をかさね，生前は未刊のままであった自伝的代表作『序曲』（The 









Ballads, 1798）にみられた民衆の生活様式とその純粋な魂への共感の姿勢は，『逍遥』（The Excursion, 1814）
では消え，アーノルド的「教養」意識が支配的になる。この間に生成された『1805 年版序曲』（The Prelude）
では，‘culture’が民衆への共感をもつ今日的な「文化」の意味に使用されていると分析している。

























　礼賛していたマクファーソンを，ワーズワスは 1815 年には完全に否定するにいたった。第 9章では，そ
れがどのような経緯によってなされたかが追究されている。ケルト学者によるマクファーソンの『オシアン』




















審 査 の 結 果 の 要 旨
　従来のワーズワス研究は，多数の手稿本を校合することによって決定版を確定する文献学的なものが中心
で，その代表的成果はコーネル版『ワーズワス全集』であった。また，生涯修正が反復された未完成の『序




















識人とのワーズワスとの関係を論じた第 9章と第 10 章も斬新で，とりわけベイリーとの影響関係の議論は
すぐれている。さらに，第 12 章の成果もみごとなもので，著者は，ワーズワスの『リルストンの白鹿』と
スコットの『最後の吟遊詩人の歌』の創作過程を対比させ，歴史的現実とフィクションとの弁別の曖昧さに
853
触れながら，いかにワーズワスが読者層を意識していたかを，論理的に，また説得力をもって論じ切ってい
る。
　こうした独創的な成果が認められる本論文ではあるが，望まれることがないわけではない。本論文の議論
の射程としてフェミニズムや帝国主義言説への言及はあるものの，それが一般的な解説にとどまり，実質的
な議論や分析が不足していること。さらに，各章の間の連携はわかるが，論文全体の構成的ヴィジョンが十
分に明確であるとはいいがたいこと。こうしたヴィジョンと関係していることであるが，ワーズワスの詩作
とその時々の文化的言説とのせめぎ合いが記述された結果，そこにどのような「転移」の軌跡が描かれ，そ
れがどのような意味をもっていたかが十分に説明されていないことなどがある。
　とはいえ，本論文が提示した新知見は，ワーズワス研究だけでなく，同時代にかかわる他の研究領域にも
大きな貢献をなすものと判断する。
　よって，著者は博士（文学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
